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被災地を調査する塩川（左）、野村節子前県議（左から2人目）、石嶋力夫
栃木市政対策委員長（右）の各氏＝栃木市

　
２
月
14
、
15
日
の
大
雪

被
害
対
策
で
、
日
本
共
産

党
の
塩
川
鉄
也
衆
院
議
員

は
２
日
、
県
内
で
最
も
農

業
被
害
が
大
き
か
っ
た
栃

木
市
の
ブ
ド
ウ
農
家
を
回

り
、
聞
き
取
り
調
査
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
ブ
ド
ウ
棚
ハ
ウ
ス
約
６

㌶
が
倒
壊
し
た
藤
田
勇
二

さ
ん（
41
）は
「
木
が
倒
れ

た
の
で
植
え
換
え
か
ら
収

穫
ま
で
最
低
５
、
６
年
か

か
る
。
そ
の
間
ど
う
や
っ

て
生
活
す
れ
ば
い
い
の
か
。

近
所
の
農
家
か
ら
は
廃
業

の
声
も
出
て
お
り
、
直
接

的
な
救
援
策
を
一
刻
も
早

く
」と
要
望
し
ま
し
た
。

　
塩
川
議
員
は
、
倒
壊
し

た
ハ
ウ
ス
の
再
建
に
活
用

で
き
る
国
の
「
経
営
体
育

成
支
援
事
業
」
の
弾
力
的

運
用
な
ど
を
す
す
め
、
被

災
者
の
声
に
応
え
た
い
と

の
べ
ま
し
た
。

　
県
内
の
農
業
被
害
は
、

１
４
２
億
８
６
０
０
万
円

に
及
び
、
イ
チ
ゴ
や
果
樹

な
ど
は
約
28
億
１
２
０
０

万
円
で
、
ハ
ウ
ス
な
ど
の

施
設
被
害
が
約
１
１
４
億

７
４
０
０
万
円
（
月
末
現

在
・
県
調
べ
）。
雪
害
と

し
て
は
最
大
規
模
で
す
。

　
日
本
共
産
党
県
委
員
会

は
２
月
16
日
と
21
日
の
２

回
に
渡
り
、
福
田
富
一
知

事
あ
て
に
被
災
者
救
援
と

県
独
自
の
農
家
支
援
策
な

ど
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宇
都
宮
市
、
日
光

市
、
栃
木
市
、
大
田
原
市
、

那
須
塩
原
市
な
ど
の
党
組

織
と
議
員
団
も
各
市
に
支

援
策
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
県
は
７
日
、
ハ
ウ
ス
再

建
支
援
や
県
農
業
災
害
特

別
措
置
条
例
適
用
な
ど
を

盛
り
こ
ん
だ
追
加
の
補
正

予
算
案
約
88
億
円
を
提
出

し
ま
し
た
。

党
議
席
の
値
打
ち
語
っ
て
勝
利
を

　
　
　
　
壬
生
町
、
日
光
市
で
演
説
会

　
県
内
の
日
本
共
産
党
と

後
援
会
は
、
３
月
、
４
月

に
３
市
３
町
で
た
た
か
わ

れ
る
選
挙
勝
利
を
め
ざ
し
、

演
説
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
宣
伝
・
対
話
活
動

に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
と
日
光
市
の
演

説
会
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
満

席
で
し
た
。
参
加
者
は
、

塩
川
鉄
也
衆
議
院
議
員
、

地
元
の
党
候
補
者
の
訴
え

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
塩
川
議
員
は
、
安
倍
政

権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
に
つ
い
て
、「
４

月
か
ら
の
消
費
税
増
税
、

高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
増
な
ど
、
暮
ら
し
を
破

壊
す
る
一
方
で
、
ム
ダ
な

大
型
公
共
事
業
と
大
企
業

減
税
を
す
す
め
る
や
り
方
」

と
、
き
び
し
く
批
判
。「
増

税
を
や
め
、
大
企
業
の
巨

額
の
内
部
留
保
を
活
用
し

た
賃
金
引
き
上
げ
へ
の
政

策
転
換
が
必
要
」
と
強
調
。

ま
た
、
解
釈
改
憲
で
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
ね
ら

う
安
倍
政
権
の
危
険
性
を

指
摘
し
、「
安
倍
政
権
と

対
決
で
き
る
共
産
党
の
議

席
を
国
政
・
地
方
で
増
や

す
た
め
に
力
を
か
し
て
く

だ
さ
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
壬
生
町
で
９
期
目
を
め

ざ
す
小
貫
さ
と
る
、
日
光

市
で
５
期
目

を
め
ざ
す
福

田
え
つ
子
と

新
人
の
福
田

み
ち
お
の
３

候
補
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
演

説
会
で
「
な

ん
と
し
て
も

議
会
へ
押
し

上
げ
て
く
だ

さ
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

声援に応える（左から）福田えつ子、塩川、福田みちお、の各氏＝日光市

声援に応える塩川（右）と小貫（左）の両氏＝
壬生町

― 被災者支援で塩川議員調査へ ―
 農業に過去最大規模の雪害 農業に過去最大規模の雪害

― 被災者支援で塩川議員調査へ ―

大
田
原
市
議
補
選
、秋
山
氏
及
ば
ず

　
９
日
投
票
さ
れ
た
大
田

原
市
議
補
選
（
定
数
１
、

立
候
補
３
）で
、日
本
共
産

党
の
秋
山
幸
子（
ゆ
き
こ
）

（
62
）氏
＝
新
人
＝
は
、
党

議
席
空
白
の
克
服
を
め
ざ

し
、
前
回
参
院
比
例
票
９

７
７
票
の
約
３
・
５
倍
と

な
る
３
４
０
３
票
を
獲
得

し
ま
し
た
が
議
席
に
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

栃木県政はいま…栃木県政はいま…
シリーズ第1回

「2014年度予算案」
国と一体で公共事業最優先

「2014年度予算案」
国と一体で公共事業最優先

　
党
県
議
席
が
空
白
に

な
っ
て
３
年
、
い
っ
せ

い
地
方
選
挙
が
一
年
後

に
迫
り
ま
し
た
。「
県
政

が
ど
う
な
っ
て
る
の
か

見
え
な
く
な
っ
た
」
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
で
県
政
の
「
い

ま
」
を
追
い
ま
す
。

　
栃
木
県
議
会
第
３
２

２
回
通
常
会
議
で
審
議

中
の
「
２
０
１
４
年
度

予
算
案
」
は
安
倍
自
公

政
権
の
成
長
戦
略
を
産
業
、

農
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
取
り
込
み
、「
こ
の

チ
ャ
ン
ス
に
乗
り
遅
れ

る
な
」
と
い
わ
ん
ば
か

り
に
公
共
事
業
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
７
７
３

２
億
９
千
万
円
で
、
伸

び
率
は
０
・
５
％
。
歳
入

は
法
人
地
方
税
の
伸
び

や
地
方
消
費
税
増
収
分

を
加
え
、
１
１
５
億
円

の
税
収
増
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
消
費
税
増
税

に
伴
う
１
１
９
５
件
も

の
使
用
料
・
利
用
料
の

値
上
げ
が
県

民
に
押
し
つ

け
ら
れ
ま
す
。

　
歳
出
で
目

を
引
く
の
は

１
１
４
７
億

円
の
投
資
的

経
費
。
公
共

事
業
の
伸
び

率
は
３・
５
％
、

単
独
事
業
の

伸
び
率
は
９
・

２
％
。
事
業

総
額
４
９
０
億
円
の
「
総

合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
」

の
調
査
・
設
計
費
、思
川

開
発
南
摩
ダ
ム
の
周
辺

道
路
整
備
費
等
、
国
道

４
０
８
号
テ
ク
ノ
北
通
り

等
、県
民
の
立
場
で
見
直

し
が
必
要
な
事
業
も
計

上
。
県
庁
駐
車
場
や
周

辺
施
設
、
合
同
庁
舎
等

整
備
費
や
自
民
党
が
要

求
し
た
緊
急
防
災
減
災

対
策
事
業（
道
路
整
備
）、

公
共
事
業
を
随
時
事
業

化
す
る
た
め
の
調
査
費

も
計
上
さ
れ
、一
気
に
推

進
す
る
か
ま
え
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
に
は

安
倍
政
権
が
推
し
進
め

る
成
長
戦
略
で
あ
る「
国

際
競
争
力
の
強
化
」
や

「
国
土
強
靱
化
」
政
策
の

あ
と
お
し
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
県
債
残
高
は

１
４
年
度
末
に
は
１
兆

１
２
４
８
億
円
と
１
１

９
億
円
も
増
加
す
る
見

込
み
。
ム
ダ
な
開
発
を

や
め
、
県
民
本
位
で
税

収
増
や
財
政
調
整
的
基

金
を
活
用
す
る
な
ら
、

く
ら
し
と
福
祉
応
援
の

施
策
は
十
分
実
現
で
き

る
は
ず
で
す
。

主な公共事業 予算額（円）

スポーツゾーン・調査・設計費

県庁・出先庁舎施設整備関連

思川開発南摩ダム関連

国道408号バイパス

緊急防災減災対策事業

公共事業関連調査費

2.9億

9.8億

13.5億

17.4億

15.0億

5.0億

「谷中村ノート」に見入る石嶋（右）と杉浦（左）の両氏＝栃木市藤岡町の針谷宅

　「
突
然
の
訃
報
に
未
だ

に
信
じ
ら
れ
な
い
気
持

で
す
」
２
月
14
日
、
日

本
共
産
党
杉
浦
勝
昭
元

藤
岡
町
議
は
、
故
針
谷

不
二
男
さ
ん
へ
の
弔
辞

で
こ
う
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
針
谷
さ
ん
は
党
町
議

と
し
て
10

期
36

年
間
、

「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
の

信
念
を
貫
き
、
く
ら
し

と
平
和
、
渡
良
瀬
遊
水

池
を
守
る
活
動
に
尽
力

し
ま
し
た
。
10
年
前
、

杉
浦
さ
ん
に
議
席
を
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
あ
と

も
谷
中
村
遺
跡
を
守
る

活
動
に
心
血
を
注
ぎ
ま

し
た
。

　
渡
良
瀬
遊
水
池
は
度
々

開
発
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、

１
９
６
０
年
代
に
は
遊

水
池
を
米
軍
の
射
爆
演

習
場
に
す
る
計
画
が
勃
発
、

針
谷
さ
ん
は
町
民
と
力

を
合
わ
せ
反
対
の
先
頭

に
立
ち
撤
回
さ
せ
ま
し

た
。
１
９
９
０
年
に
埼

玉
県
知
事
か
ら
国
際
空

港
化
計
画
が
持
ち
出
さ

れ
た
と
き
、
町
議
と
し

て
反
対
の
論
陣
を
は
り
、

翌
９
１
年
、
町
議
会
は

空
港
化
反
対
決
議
を
可

決
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
を
無
視

し
て
１
９
９
４
年
２
月
、

日
本
国
際
空
港
建
設
促

進
協
議
会
の
現
地
視
察

や
３
月
に
は
栃
木
、
群
馬
、

埼
玉
、
茨
城
の
自
民
党

県
議
が
「
渡
良
瀬
遊
水

池
を
考
え
る
議
員
連
盟
」

を
発
足
さ
せ
る
な
ど
空

港
誘
致
の
動
き
が
表
面

化
。
針
谷
さ
ん
は
議
会

で
粘
り
強
く
質
問
し
、

町
長
の
「
周
辺
市
町
の

首
長
は
空
港
化
反
対
の

意
思
を
示
し
て
い
る
」

な
ど
の
答
弁
を
引
き
出
し
、

空
港
建
設
計
画
を
と
ん

挫
さ
せ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
遊
水
池
の
「
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
」
登
録

へ
息
長
い
運
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
昨
年
、
つ

い
に
針
谷
さ
ん
と
渡
良

瀬
遊
水
池
の
自
然
を
守

る
多
く
の
人
々
の
活
動

が
実
を
結
び
ま
し
た
。

　「
針
谷
さ
ん
は
命
が
け

で
谷
中
村
を
救
お
う
と

し
た
田
中
正
造
翁
を
尊

敬
し
、
私
に
い
つ
も
『
真

の
文
明
は
山
を
荒
ら
さ
ず
、

村
を
破
ら
ず
、
人
を
殺

さ
ざ
る
べ
し
』
の
言
葉

を
説
い
て
い
た
」
と
杉

浦
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

針
谷
さ
ん
か
ら
杉
浦
さ

ん
へ
受
け
継
が
れ
た
党

議
席
は
合
併
で
栃
木
市

白
石
み
き
お
市
議
へ
と

受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
そ

の
議
席
を
倍
加
す
る
た
め

栃
木
市
党
は
石
嶋
力
夫
市

政
対
策
委
員
長
を
擁
立
し

て
た
た
か
い
ま
す
。
谷
中

村
の
た
た
か
い
を
刻
ん
だ

遊
水
池
を
こ
れ
か
ら
も
日

本
の
宝
、
世
界
の
宝
と
し

て
守
り
ぬ
く
た
め
に
。

渡
良
瀬
遊
水
池
守
り
ぬ
い
た

針
谷
不
二
男
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で

　
第
19
回
田
中
正
造
を

現
代
に
活
か
す
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
佐
野
市
で
２

月
16

日
、
「
田
中
正
造

没
後
１
０
０
年
　
安
倍

政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ

／
く
ら
し
、
民
主
主
義
、

平
和
を
守
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
開
か
れ
、
大

雪
で
交
通
網
が
乱
れ
る
中
、

県
内
外
か
ら
約
１
５

０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
恒
例
の
正
造
の
和

歌
の
吟
詠
（
木
曜
会
）

後
、
飯
田
進
事
務
局

長
が
基
調
報
告
し
「
各

地
の
正
造
没
後
百
年

の
取
り
組
み
の
成
功

を
今
日
の
情
勢
に
い

か
そ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
山
口
義

夫
氏
（
下
町
人
間
の
会
）

が
、
昨
年
亡
く
な
っ
た

布
川
了
氏
の
シ
ン
ポ
に

果
た
し
た
役
割
に
感
謝

を
表
明
し
、
「
勝
海
舟

と
田
中
正
造
」
と
題
し

て
講
演
。
海
舟
と
正
造

の
交
流
を
解
き
明
か
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
梅
田
欽
治
宇

都
宮
大
学
名
誉
教
授
の「
田

中
正
造
の
平
和
思
想
と

日
本
国
憲
法
第
９
条
」

と
題
し
た
講
演
に
続
き
、

中
塚
明
奈
良
女
子
大
学

名
誉
教
授
が
「
東
学
農

民
戦
争
１
２
０
年
と
日
本
」

と
題
し
て
講
演
。
当
時

の
東
学
農
民
軍
に
つ
い

て
の
正
造
の
認
識
の
正

し
さ
を
紹
介
し
、
東
学

農
民
軍
を“
皆
殺
し
”に

し
た
旧
日
本
軍
の
隠
さ

れ
て
い
た
行
動
を
史
実

に
も
と
づ
き
解
明
。
明

治
政
府
が
戦
争
の
真
実

を
隠
し
続
け
て
き
た
こ

と
に
よ
っ
て
、歴
史
認
識

が
ゆ
が
め
ら
れ
て
き
た

こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。

第19回田中正造シンポ
平和思想を活かそう

講演を聞く
参加者

　
原
発
ゼ
ロ
栃
木
の
会
は

２
日
、
宇
都
宮
市
内
で
「
原

発
ゼ
ロ
大
行
動
in
と
ち

ぎ
２
０
１
４
」
に
取
り
組

み
、
約
１
４
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
く

２
回
目
の
企
画
で
す
。
　

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

福
島
県
郡
山
市
か
ら
東
京

で
避
難
生
活
を
続
け
る
マ

マ
シ
ン
ガ
ー
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｒ

Ｉ
さ
ん
が
、
困
難
に
め
げ

ず
、
支
え
合
っ
て
生
き
る

大
切
さ
を
込
め
た
歌
な
ど

を
披
露
。
参
加
者
と
合
唱

し
た
唱
歌
「
ふ
る
さ
と｣

で
は
、
目
が
し
ら
を
押
さ

え
る
人
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。

　
第
２
部
の
集
会
で
は
、

立
石
雅
昭
新
潟
大
学
名
誉

教
授
が
「
再

稼
働
の
た
め
の

規
制
基
準
　

命
を
守
る
政

治
へ
の
転
換
」

と
題
し
て
講

演
。原
子
力
規

制
委
員
会
が

定
め
た
「
新

規
制
基
準
」
に

つ
い
て
、
原
発

事
故
の
検
証
・

総
括
な
し
で
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
住
民
の
被
爆
対

策
に
も
ふ
れ
て
い
な
い
と

指
摘
。
同
規
制
委
員
会
の

動
き
に
つ
い
て
「
再
稼
働

を
先
行
さ
せ
る
動
き
だ
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
「
原
発
事
故

を
忘
れ
な
い
　
フ
ク
シ
マ

を
忘
れ
な
い
　
こ
ど
も
た

ち
の
未
来
を
守
る
　
の
思

い
を
あ
ら
た
に
再
確
認
し
、

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
力

を
合
わ
せ
る
」
と
の
ア
ピ

ー
ル
文
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
横
断
幕
、

手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
、

楽
器
な
ど
を
手
に
繁
華
街

を
パ
レ
ー
ド
。「
原
発
な

く
そ
う
」「
た
だ
ち
に
廃

炉
」
な
ど
と
唱
和
し
、
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

歌を披露す
るＹＵＫＡＲＩ
さん

パ
レ
ー
ド
で
す
る
立
石
氏（
左
か
ら
２
人
目
）と
参
加
者

“原発ゼロ”への誓い新たに“原発ゼロ”への誓い新たに
3.11から3年…フクシマを忘れない

故針谷不二男氏

基調報告する飯田氏＝佐野市

2月
大雪


